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区議会では、本会議等のインターネット中継(生中継・録画中継)を区議会ホームページで配信しています。4月からスマートフォン等でも視聴できるよう

になりました。次回の本会議は、6／13(水)・14(木)、7／2(月)に開かれる予定です。ぜひご覧ください▢問区議会事務局調査係☎3647-3548、℻3647-0430

�
月

日
の
日
曜
日
︑
猿
江
恩
賜

20

公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
︑
毎
年
恒
例

の
江
東
こ
ど
も
ま
つ
り
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
︒
﹁
遊
び
は
こ
ど
も
の
未

来
を
つ
く
る
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
こ
ど

も
た
ち
に
最
高
の
笑
顔
を
届
け
た
い
︑

そ
ん
な
思
い
で
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
今
年
で

回
目
を
迎
え
ま
し

30

た
︒
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
︑
過
去

最
高
の
約

万
人
の
来
場
者
数
と
な

13

り
ま
し
た
︒
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
実
行
委
員
会
の
皆
様
を
始
め
︑
関

係
者
の
皆
様
方
に
は
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
︒

記
念
と
な
る
今
年
は
︑
新
た
に
︑

東
京
�
�
�
�
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
で
本
区
が
会
場
と
な
る
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
や
自
転
車
競
技
︵
Ｂ
Ｍ

Ｘ
︶
の
プ
ロ
選
手
に
よ
る
見
本
演
技

の
他
︑
小
さ
な
こ
ど
も
向
け
の
ラ
ン

バ
イ
ク
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
︒
ま
た
︑
毎
年
こ
ど
も
た
ち

に
大
人
気
の
﹁
岩
手
の
雪
で
遊
ぼ

う
﹂
コ
ー
ナ
ー
は
︑
岩
手
県
の
北
上

市
と
西
和
賀
町
か
ら
運
ん
だ

ト
ン

16

の
雪
で
作
っ
た
滑
り
台
を
設
置
し
︑

そ
り
に
乗
っ
た
り
雪
遊
び
を
し
た
り

と
︑
笑
顔
と
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
の
会

場
と
な
り
ま
し
た
︒

一
方
︑
こ
ど
も
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
る
悲
惨
な
事
件
や
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
︒
残
忍
で
凶

悪
な
事
件
は
許
し
難
く
︑
被
害
に
遭

わ
れ
た
こ
ど
も
さ
ん
や
ご
家
族
の
こ

と
を
思
う
と
と
て
も
心
が
痛
み
ま
す
︒

私
は
︑
こ
ど
も
達
の
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
︑
行
政
と
地
域
住
民
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
︑
地
元
警
察
等

が
一
体
と
な
っ
て
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

こ
ど
も
達
が
毎
日
楽
し
く
学
び
︑

遊
ん
で
︑
の
び
の
び
と
育
つ
社
会
を

築
く
こ
と
は
我
々
大
人
の
責
任
で
す
︒

本
区
は
今
後
も
︑
地
域
全
体
で
子
育

て
を
支
え
︑
安
全
を
確
保
し
て
安
心

し
て
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
を
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
︒

未
来
を
担
う
こ
ど
も
を
育
む
ま
ち
へ

平
成

年
度
の
年
間
保
険
料
額
が
︑

30

�
月
に
確
定
す
る
住
民
税
の
合
計
所

得
金
額
等
に
基
づ
い
て
決
定
し
ま
す
︒

�
月

日
︵
火
︶
に
﹁
介
護
保
険
料

12

額
決
定
通
知
書
﹂
を
︑

歳
以
上
の

65

方
全
員
に
送
付
し
ま
す
︒

詳
細
は
︑
同
封
す
る
﹁
介
護
保
険

だ
よ
り
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

保
険
料
の
納
付
方
法
は
�
通
り

介
護
保
険
法
の
定
め
に
よ
り
︑
納

め
方
は
�
つ
に
分
か
れ
ま
す
︒

﹇
特
別
徴
収
﹈年
金
差
し
引
き
で
納
め

る
方
法
で
す
︒
老
齢
・
退
職
年
金
お

よ
び
遺
族
年
金
等
を
年
額

万
円
以

18

上
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
︒

﹇
普
通
徴
収
﹈

歳
に
な
っ
た
ば
か
り

65

の
方
︑
他
の
区
市
町
村
か
ら
転
入
さ

れ
た
ば
か
り
の
方
︑
ま
た
は
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
が
︑
納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
め
る
方
法
で
す
︒

�
年
分
の
納
付
書
︵
�
月
期
～
翌
年

�
月
期
︶
を
ま
と
め
て
お
送
り
し
ま

す
の
で
︑
各
月
の
末
日
︵
末
日
が
金

融
機
関
の
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
︶
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
︒

未
納
の
保
険
料
が
あ
る
方
は

ご
相
談
を

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
︑
滞

納
期
間
に
応
じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
の
自
己
負
担
が
月
額
数

十
万
円
の
増
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
︒
納
付
書
払
い
分
は
分
割
し
て
支

払
う
方
法
も
あ
り
ま
す
︒
未
納
が
多

額
に
な
る
前
に
︑
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
徴
収
嘱
託
員
が

保
険
料
未
納
世
帯
を
直
接
訪
問
し
ま

す
︵
身
分
証
明
書
を
携
帯
︶
︒
外
出

が
困
難
な
方
に
は
︑
ご
自
宅
ま
で
徴

収
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
︒
ま
た
︑
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

も
納
付
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

▢問
介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
利
用
時

の
居
住
費
︵
滞
在
費
︶
と
食
費
に
つ

い
て
︑
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
︒

▢人
次
の
�
点
を
満
た
す
方

○
本
人
︑
本
人
が
属
す
る
世
帯
の
世

帯
員
お
よ
び
配
偶
者
︵
別
世
帯
︑

事
実
婚
含
む
︶
の
平
成

年
度
住

30

民
税
が
非
課
税
で
あ
る

○
預
貯
金
な
ど
の
資
産
が
一
定
額

︵
単
身
で
�
千
万
円
︑
夫
婦
で
�

千
万
円
︶
以
下
で
あ
る

認
定
証
発
行
に
は
申
請
が
必
要

﹇
必
要
書
類
﹈

○
申
請
書
お
よ
び
同
意
書
︵
現
在
負

担
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

に
は
︑
�
月
中
旬
に
発
送
予
定
︒

初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
は
介
護
保

険
課
窓
口
︵
�

階
�

番
︶
︑
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
︶

○
所
有
す
る
通
帳
の
コ
ピ
ー
︵
氏
名

・
支
店
名
・
口
座
番
号
の
ペ
ー
ジ
︑

普
通
預
金
は
直
近
�
か
月
分
の
ペ

ー
ジ
︑
定
期
預
金
は
現
在
の
取
引

が
わ
か
る
ペ
ー
ジ
︵
取
引
が
な
い

場
合
は
最
初
の
ペ
ー
ジ
︶
︶

○
有
価
証
券
︑
投
資
信
託
等
の
資
産

の
金
額
が
わ
か
る
資
料

○
非
課
税
証
明
書
※
平
成

年
中
に

30

江
東
区
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど

判
定
結
果
は
後
日
通
知

判
定
の
結
果
︑
該
当
者
に
は
︑﹁
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
﹂
を
送

付
し
ま
す
︵
介
護
認
定
結
果
が
出
て

い
な
い
場
合
に
は
︑
認
定
後
に
送
付

し
ま
す
︶
︒
施
設
を
利
用
す
る
際
に

認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
︑
右
表

の
と
お
り
利
用
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
︒

有
効
期
限
は
�
月
�
日
︵
水
︶
～
平

成

年
�
月

日
︵
水
︶
で
す
︒

31

31

虚
偽
申
告
に
は
加
算
金
が
発
生

故
意
に
預
貯
金
等
を
申
告
し
な
い

場
合
に
は
︑
そ
れ
ま
で
に
受
け
て
い

た
負
担
軽
減
額
に
加
え
て
︑
最
大
�

倍
の
加
算
金
︵
負
担
軽
減
額
と
あ
わ

せ
最
大
�
倍
の
金
額
︶
の
返
還
を
求

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

▢申
必
要
書
類
を
〒

︱

区
役
所

135

8383

介
護
保
険
課
給
付
係
へ
郵
送
ま
た
は

持
参

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え
た
場

合
︑
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い
軽

減
で
き
る
か
が
わ
か
る
お
知
ら
せ
を

お
送
り
し
ま
す
︒
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
︑
先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間

終
了
後
に
製
造
さ
れ
る
た
め
︑
先
発

医
薬
品
と
比
べ
安
価
で
す
が
︑
有
効

性
や
品
質
︑
安
全
性
は
同
等
で
す
︒

医
療
の
質
を
落
と
さ
ず
に
医
療
費
を

抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
︑

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ご
利
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
︒

﹇
対
象
と
な
る
方
﹈国
民
健
康
保
険
加

入
者
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
の
う
ち
︑
生
活
習
慣
病

等
の
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い
る
方

で
薬
代
が
一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る

と
見
込
ま
れ
る
方

※
す
べ
て
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に

お
送
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

﹇
送
付
時
期
﹈

国
保
：
毎
月
下
旬
※
同
じ
対
象
者
に

数
か
月
の
間
隔
を
空
け
て
複
数
回
送

付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

後
期
高
齢
者
医
療
：
�
月
下
旬

﹇
注
意
事
項
﹈

○
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
︒

○
症
状
な
ど
に
よ
り
処
方
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
︒

○
切
り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
に
は
︑

必
ず
医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
︒

▢問
﹇
国
保
﹈医
療
保
険
課
医
療
保
健

係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

通
知
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
︵
平
日
午
前

�
時
～
午
後
�
時
︶

☎
�
�
�
�
(
�
�
�
)
�
�
�

﹇
後
期
高
齢
者
医
療
﹈東
京
都
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
保
健
事
業
・
医

療
費
適
正
化
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

通
知
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
︵
発
送
日
の

翌
日
︵
�
月
下
旬
︶～
�
月

日
︵
火
︶

31

の
平
日
午
前
�
時
～
午
後
�
時
︶

☎
�
�
�
�
(
�
�
�
)
�
�
�

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
︑
平
成

年
�

30

月
�
日
︵
水
︶
か
ら
︑
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
︵
以
下
○障
︶
の
住

民
税
課
税
者
の
方
︵
一
部
・
○食
の
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
︶
の
負
担
上

限
額
が
下
表
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
︒な
お
住
民
税
非
課
税
の
方
︵
負

担
者
番
号
が
�
�
�
�
�
か
ら
始
ま

る
○食
受
給
者
証
の
方
︶
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
︒

▢問
障
害
者
支
援
課
障
害
者
福
祉
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

※1 本文の▢人 の2点を満たすことが必要 ※2 ( )は特別養護老人ホーム

利用者負担段階と負担限度額(日額)

370円
課税、非課税年金収
入額と本人の合計所
得が80万円以下の方

第2段階

370円

課税、非課税年金収
入額と本人の合計所
得が80万円を超える
方

第3段階

0円
生活保護受給者
老齢福祉年金受給者

第1段階

居住費(滞在費)

対象者(※1)
利用者
負担
段階

820円

多床室

650円

390円

1,310円
(820円)

490円
(420円)

490円
(320円)

300円

食費

1,310円

490円

490円

ユニット
型個室

ユニット型
個室的多床室

従来型個
室(※2)

1,310円

820円

※1 同一の医療機関で1か月の負担額が上記の額に達したとき
は、その医療機関でのその月の窓口負担はありません。

※2 外来の年間上限が新たに設定されます。
※3 過去12か月以内に3回以上、上限額に達した場合は、4回目
から｢多数回｣該当となり上限額が44,400円に下がります。

⃝障負担上限額変更内容

1割入院

1割外来
負担者番号が80136から始まる
受給者証

一
部 ⃝食

⃝障一部負担金

57,600円／月
(多数回)※3
44,400円／月

14,000円／月
ただし年間上限は
144,000円／年※2

負担上限額※1




